
福島県合唱連盟

福島県合唱連盟

会場内での写真撮影・ビデオ撮影・録音はできません。

★カメラ・ビデオカメラ・録音機器をお持ちの場合は、受付で預からせていただきます。

㈶福島県文化振興財団助成事業

令和２年度　福島県芸術祭主催行事

2020. ㈯ 10：00～8.29
高等学校部門

2020. ㈰ 10：00～8.30
小学校部門・おかあさんの部・中学校部門

けんしん郡山文化センター
（郡山市民文化センター）大ホール

第74回

福島県合唱

コンクール



第74回　福島県合唱コンクール
令和２年８月29日㈯～８月30日㈰

けんしん郡山文化センター　大ホール

福島県合唱連盟会長

富 田 孝 志

ごあいさつ
　コロナ禍の中、皆様のご協力で感染防止対策がなり第74回福島県合唱コンクールを

ここ、けんしん郡山文化センターで開催出来ますことは大きな喜びです。お客様には

お運びいただきましてありがとうございました。

　全日本合唱コンクール、東北支部コンクールが中止を余儀なくされていますが、関

係者の皆様のご理解とご支援により本コンクールを開催出来ましたことは有難く心よ

り感謝申し上げます。

　発表の場が欲しいという思いは、本コンクールに参加されました皆様誰もがお持ち

だったことと思います。誠に嬉しい限りです。

　コロナ禍については予断を許さないところですが、今後、常態化することも考えな

ければならないと思います。先人達はこのようなことを幾たびも経験して来ました。

そのたびごとに様々な努力がなされ、受け継いだ多くのものを絶やすことなく素晴ら

しいものにして来ました。大きな言い方をすれば、大変な事態に遭遇している今、皆

様一人一人が合唱という芸術、文化においてその役割を担っておられるのです。芸術

は生み出し表現する人と全身で受け止め共感する人がいて成り立ちます。受け手と送

り手が同じ場にあって共感出来ることはとても価値のある大切なことなのだと思いま

す。その繰り返しが文化を醸成します。

　本コンクールに出演される皆様は、今、歌い表現出来ること、聴いてくださる皆様

がおられることを心に留め、存分に練習の成果をご披露いただきたいと思います。本コ

ンクールは福島県合唱の更なる進展の契機になるものと確信しております。

　お忙しい中、お運びくださいました皆様、開催に向けご尽力賜りました皆様に改め

てお礼を申し上げましてご挨拶といたします。

　どうぞ、ごゆっくりご鑑賞ください。

朝日新聞福島総局長

菊 池 　 功

ごあいさつ
　第74回福島県合唱コンクールが郡山の地で開催できましたこと、本当にうれしく

思っております。

　今年に入り、新型コロナウイルスの感染拡大によって、世界で多くの人が苦しんで

います。福島県内でも感染者が出て、外出の自粛、大規模イベントの中止が相次ぎま

した。

　飛沫を防ぐために「三密」を避ける必要が出てきたことから、大人数で大きな声を

出す合唱に暗雲が垂れ込めました。３月から様々な演奏会が中止になり、残念なこと

に全国合唱コンクール、東北大会も中止をせざるを得ない状況に追い込まれました。

芸術分野への影響は計りしれません。

　しかし、福島県合唱コンクールは、合唱連盟のみなさん、加盟団体のみなさんの情

熱により、例年とは様式を変えたものの実現することができました。もちろん、多く

の県民のみなさんが感染防止に積極的に取り組み、首都圏、近畿圏などと比べても感

染者数が大幅に少なく抑えられていたことも開催を可能にした大きな要因です。県民

のみなさんに深く感謝したいと思います。

　出場団体の練習は困難を極めたと聞いています。ある意味、合唱は「三密の芸術」

です。隣にいる人の息づかいを感じながら、声と声を、心と心を合わせ、ハーモニー

を紡ぎます。出演されるみなさんは、ソーシャルディスタンス（社会的距離）を保ち

ながらの練習を余儀なくされ、本当に大変だったことでしょう。ぜひ、このステージ

で、練習を重ねた成果を発揮していただきたいと思います。

　最後に、審査員の先生方、このコンクールを支え、素晴らしい歌声に触れる機会を

つくってくださった多くの関係者の方々に深く感謝いたします。ありがとうございま

した。











































第74回　福島県合唱コンクール
令和２年８月29日㈯～８月30日㈰

けんしん郡山文化センター　大ホール

福島県合唱連盟会長

富 田 孝 志

ごあいさつ
　コロナ禍の中、皆様のご協力で感染防止対策がなり第74回福島県合唱コンクールを

ここ、けんしん郡山文化センターで開催出来ますことは大きな喜びです。お客様には

お運びいただきましてありがとうございました。

　全日本合唱コンクール、東北支部コンクールが中止を余儀なくされていますが、関

係者の皆様のご理解とご支援により本コンクールを開催出来ましたことは有難く心よ

り感謝申し上げます。

　発表の場が欲しいという思いは、本コンクールに参加されました皆様誰もがお持ち

だったことと思います。誠に嬉しい限りです。

　コロナ禍については予断を許さないところですが、今後、常態化することも考えな

ければならないと思います。先人達はこのようなことを幾たびも経験して来ました。

そのたびごとに様々な努力がなされ、受け継いだ多くのものを絶やすことなく素晴ら

しいものにして来ました。大きな言い方をすれば、大変な事態に遭遇している今、皆

様一人一人が合唱という芸術、文化においてその役割を担っておられるのです。芸術

は生み出し表現する人と全身で受け止め共感する人がいて成り立ちます。受け手と送

り手が同じ場にあって共感出来ることはとても価値のある大切なことなのだと思いま

す。その繰り返しが文化を醸成します。

　本コンクールに出演される皆様は、今、歌い表現出来ること、聴いてくださる皆様

がおられることを心に留め、存分に練習の成果をご披露いただきたいと思います。本コ

ンクールは福島県合唱の更なる進展の契機になるものと確信しております。

　お忙しい中、お運びくださいました皆様、開催に向けご尽力賜りました皆様に改め

てお礼を申し上げましてご挨拶といたします。

　どうぞ、ごゆっくりご鑑賞ください。

朝日新聞福島総局長

菊 池 　 功

ごあいさつ
　第74回福島県合唱コンクールが郡山の地で開催できましたこと、本当にうれしく

思っております。

　今年に入り、新型コロナウイルスの感染拡大によって、世界で多くの人が苦しんで

います。福島県内でも感染者が出て、外出の自粛、大規模イベントの中止が相次ぎま

した。

　飛沫を防ぐために「三密」を避ける必要が出てきたことから、大人数で大きな声を

出す合唱に暗雲が垂れ込めました。３月から様々な演奏会が中止になり、残念なこと

に全国合唱コンクール、東北大会も中止をせざるを得ない状況に追い込まれました。

芸術分野への影響は計りしれません。

　しかし、福島県合唱コンクールは、合唱連盟のみなさん、加盟団体のみなさんの情

熱により、例年とは様式を変えたものの実現することができました。もちろん、多く

の県民のみなさんが感染防止に積極的に取り組み、首都圏、近畿圏などと比べても感

染者数が大幅に少なく抑えられていたことも開催を可能にした大きな要因です。県民

のみなさんに深く感謝したいと思います。

　出場団体の練習は困難を極めたと聞いています。ある意味、合唱は「三密の芸術」

です。隣にいる人の息づかいを感じながら、声と声を、心と心を合わせ、ハーモニー

を紡ぎます。出演されるみなさんは、ソーシャルディスタンス（社会的距離）を保ち

ながらの練習を余儀なくされ、本当に大変だったことでしょう。ぜひ、このステージ

で、練習を重ねた成果を発揮していただきたいと思います。

　最後に、審査員の先生方、このコンクールを支え、素晴らしい歌声に触れる機会を

つくってくださった多くの関係者の方々に深く感謝いたします。ありがとうございま

した。
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